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大 会 次 第 

                                                                        （敬 称 略） 

〈〈開開    場場〉〉  １１３３：：００００  

 【第  １  部】  （１４:００～１５：０５） 

１．黙    祷 

２．式    辞    取 締 役 本 店 長      豊 田 彰 啓 

       同       安 全 品 質 環 境 本 部 長      竹 内   仁 

 ３．祝    辞 大阪中央労働基準監督署々長      山 下   茂 

  ４．挨    拶 代 表 取 締 役 社 長      浅 沼   誠 

 

  ５．表 彰 式 

６．大会安全宣言 安 全 衛 生 委 員 長      小 松   敬 

 

休    憩   

※安全ポスター・標語、入選作品 投影 

 

 【第  ２  部】  （１５：２０～１６：２０） 

７．特 別 講 演 

『今後の景気見通しと 

日本経済を成長軌道に乗せるキーポイント』  

            神戸学院大学現代社会学部教授 

      中  野  雅  至 

 

【閉閉    会会】   （１６：２０～）  

 

〈〈閉 会 の 辞〉〉            安 全 衛 生 協 力 会 々 長      桝 田   剛 
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挨挨  拶拶  

株式会社 淺沼組大阪本店 
取　締　役 

本 店 長 豊田 彰啓 

 第 51 回淺沼組大阪本店安全大会を開催するにあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

まずは、本日は、公務ご多忙にもかかわらず、ご来賓として、大阪中央労働基準監督署よ

り 島田晴弘 署長 様にご臨席を賜っております。高い所からではございますが、この場を

お借りしましてお礼申し上げます。まことに有難うございます。 

また、安全衛生協力会・弥生会会員の皆様方、並びに当社役職員におかれましても、多数

の方々にご参加いただきましたこと、そして皆様方には平素より、当社の安全衛生管理活動

に、ただならぬご支援・ご協力をいただいておりますこと、深く感謝申し上げます。 

さて、本年も 7 月１日より「全国安全週間」が始まります。 

この「全国安全週間」は、労働災害を防止するために産業界での自主的な活動の推進と、

職場での安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的とし、 

『『新新たたなな時時代代にに  ＰＰＤＤＣＣＡＡ  みみんんななでで築築ここうう  ゼゼロロ災災職職場場』』  

のスローガンの下で展開されます。 

全国の建設業における労働災害につきまして、2018 年の死亡者数は一昨年度からは減少し

309 人となったものの、依然として全産業に占める割合は減少していません。そして、建設業

における労働災害のうち、半数近くが“墜落・転落災害”となっており、当社におきまして

も“墜落・転落災害”は重大な課題の一つとして、災害防止の取組みを強化しているところ

です。 

当社は、企業として日頃から申し上げております「「安安全全見見ええるる化化」」や「「声声掛掛けけ運運動動」」を徹

底して実践し、些細なケガや事故を未然に防ぐことで、本来の私たちの責務である「「災災害害ゼゼ

ロロ」」を目指しております。作業所で働かれる皆様は、朝、家を出てから働き、仕事を終え、

無事に家に帰るまでが個人の安全管理です。この事を念頭に、皆様と淺沼組でより一層の安

全衛生管理に努める必要があります。 

そして、皆様もよくご存知のこととは思いますが、労働災害には［ハインリッヒの法則］

があります。これには［1：29：300］という災害の比率があり、一つの重大災害の影には 29

件の軽微な災害があり、その背後には 300 件ものヒヤリハットや小さな気付きが隠れている

とされています。私たちは、これらの小さな気付きを見逃すことなく、些細なケガや事故に

歯止めを掛け、重大災害を発生させないよう努めなければなりません。 

この「全国安全週間」を契機に再度、安全衛生管理の重要性を見つめなおし、『ゼロ災職場』

を実現させるよう努めてまいりますので、皆様方にもご理解・ご協力いただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

挨挨      拶拶  
 

 

株式会社 淺沼組大阪本店 

常務執行役員 

本 店 長 植芝 幸擴 
 
  第 50 回淺沼組大阪本店安全大会を開催するにあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は、公務ご多忙にもかかわらず、ご来賓として、大阪中央労働基準監督署長の   

島田 晴弘 様にご臨席を賜り、また安全衛生協力会・弥生会会員の皆様方、並びに当社  

役職員におかれましても、多数の方々にご出席いただき、まことに有難うございます。    

皆様方には平素より当社の安全衛生管理活動にご支援、ご協力をいただいておりますこと、

深く感謝申し上げます。 

併せて、各作業所におきまして、安全・品質・工程面で、非常に多くのお願いをしており

ます。この場をお借りして、心からお礼申し上げます。 

さて、全国の建設業における労働災害は、2017 年の労働災害による死亡者数が 323 人とな

り、誠に残念ながら過去最少であった一昨年の 294 人から増加し、300 人を超える結果となり

ました。また、死傷災害においても過去最少を記録した昨年から増加へと転じました。 

その背景には、継続した震災復興、国土の防災・滅災に関連する工事、東京オリンピック・

パラリンピックに関連する工事等、工事量が増加したことが挙げられます。今後も工事量に

比例して労働災害が増加することが懸念されており、労働災害防止対策の徹底を図る必要が

あります。 

当社といたしましても、役職員をはじめ作業所で働く一人ひとりが“絶対に事故を起こさ

ない”との強い気持ちを第一に、より一層の安全管理に努めていかなければなりません。 

そのような中、2017 年度の淺沼組大阪本店における労働災害は、不休災害を含め０件とい

う結果でありました。これは、本日ご参加いただいております皆様方、そして全役職員の日

頃からの安全衛生管理活動の賜物であると実感しており、心より感謝いたします。しかし、

一人親方の事故は絶えず、 2017 年度は前年より増加いたしました。この結果につきましては、

皆様方にも真摯に受け止めていただき、本年度は１件でも多くの労働災害減少を実現し、災

害撲滅へと繋げていただきますようお願い申し上げます。 

また、淺沼組全店での労働災害発生状況を見ますと、作業手順やルールの遵守、周知がさ

れておらず、相変わらず“ヒューマンエラー”が要因となる労働災害が繰り返し発生してお

り、誠に憂慮すべき状況です。2018 年度も引き続き「「ししっっかかりり実実践践  みみんんななでで確確認認  目目指指すす

ゴゴーールルはは危危険険ゼゼロロ」」のスローガンの下、安全衛生協力会及び弥生会会員の皆様、当社役職員、

作業所で働く全員の安全意識の向上と高揚を図り、「安全文化の定着」を目的に、「安全・安

心」な職場づくりの実現を目指したいと思います。 

 

 

 

　 第 54 回淺沼組大阪本店安全大会を開催するにあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　まずは、本日は、公務ご多忙にもかかわらず、ご来賓として、大阪中央労働基準監督署より署長の　山
やました

下　茂
しげる

 様

にご臨席を賜っております。高い所からではございますが、この場をお借りしましてお礼申し上げます。誠に有難

うございます。

　そして、今年度の安全大会につきましては、会場及びリモート併用によるハイブリット開催をしたところ、安全

衛生協力会・弥生会会員の皆様方、並びに当社役職員におかれましても、多数の方々にご参加・ご視聴いただいて

おりますこと、そして皆様方には平素より、当社の安全衛生管理活動に、ただならぬご支援・ご協力をいただいて

おりますこと、深く感謝申し上げます。

　また、皆様方もご承知のとおり、当社安全大会は、2020 年より世間を大きく騒がしている新型コロナウイルス

感染症の影響により、2 年間、開催を見送りました。この間、皆様方には感染拡大防止対策を講じていただきなが

ら、日々の安全衛生管理活動に種々、ご尽力を賜っておりましたこと、お礼申し上げますと共に、今年度、この様

に盛大に開催に至ることが出来ましたこと、重ねて感謝申し上げます。

　さて、本年も 7 月１日より「全国安全週間」が始まります。

　この「全国安全週間」は、労働災害を防止するために産業界での自主的な活動の推進と、職場での安全に対する

意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的とし、今年度は、

　『　安
あんぜん

全は　急
い そ が ず

がず　焦
あ せ ら ず

らず　 怠
お こ た ら ず

らず　』　のスローガンの下で展開されます。

　全国の建設業における労働災害につきまして、長期的には減少しているものの、近年は就業人口が高齢化し、高

年齢労働者の労働災害や、転倒や腰痛などの労働者の作業行動に起因する労働災害が顕著に増加しています。この

様な状況下、労働災害を減少させるためには、当社役職員並びに協力業者の皆様方が一体となって、基本作業に忠

実に取り組んでいただくことが重大な課題であると感じます。

　当社は企業として、建設業の本来の責務である「危険ゼロ」の職場環境の実現を目指しておりますが、そのため

にも私が日頃からお話ししております「ハインリッヒの法則」を思い出していただきたいと思います。「ハインリッ

ヒの法則」では、1 件の重大災害の裏には 29 件の軽微な事故・災害があり、その背後には 300 件ものヒヤリハッ

トが潜んでいるとされています。それを踏まえ、労働災害防止のためには、「声掛け運動」を徹底することや「危険

の芽を摘む」、つまりは、小さな気付きを見逃さず、不安全行動、不安全状態の段階でリスクを除去する、この事を
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挨挨      拶拶  
 

 

株式会社 淺沼組大阪本店 

常務執行役員 

本 店 長 植芝 幸擴 
 
  第 50 回淺沼組大阪本店安全大会を開催するにあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は、公務ご多忙にもかかわらず、ご来賓として、大阪中央労働基準監督署長の   

島田 晴弘 様にご臨席を賜り、また安全衛生協力会・弥生会会員の皆様方、並びに当社  

役職員におかれましても、多数の方々にご出席いただき、まことに有難うございます。    

皆様方には平素より当社の安全衛生管理活動にご支援、ご協力をいただいておりますこと、

深く感謝申し上げます。 

併せて、各作業所におきまして、安全・品質・工程面で、非常に多くのお願いをしており

ます。この場をお借りして、心からお礼申し上げます。 

さて、全国の建設業における労働災害は、2017 年の労働災害による死亡者数が 323 人とな

り、誠に残念ながら過去最少であった一昨年の 294 人から増加し、300 人を超える結果となり

ました。また、死傷災害においても過去最少を記録した昨年から増加へと転じました。 

その背景には、継続した震災復興、国土の防災・滅災に関連する工事、東京オリンピック・

パラリンピックに関連する工事等、工事量が増加したことが挙げられます。今後も工事量に

比例して労働災害が増加することが懸念されており、労働災害防止対策の徹底を図る必要が

あります。 

当社といたしましても、役職員をはじめ作業所で働く一人ひとりが“絶対に事故を起こさ

ない”との強い気持ちを第一に、より一層の安全管理に努めていかなければなりません。 

そのような中、2017 年度の淺沼組大阪本店における労働災害は、不休災害を含め０件とい

う結果でありました。これは、本日ご参加いただいております皆様方、そして全役職員の日

頃からの安全衛生管理活動の賜物であると実感しており、心より感謝いたします。しかし、

一人親方の事故は絶えず、 2017 年度は前年より増加いたしました。この結果につきましては、

皆様方にも真摯に受け止めていただき、本年度は１件でも多くの労働災害減少を実現し、災

害撲滅へと繋げていただきますようお願い申し上げます。 

また、淺沼組全店での労働災害発生状況を見ますと、作業手順やルールの遵守、周知がさ

れておらず、相変わらず“ヒューマンエラー”が要因となる労働災害が繰り返し発生してお

り、誠に憂慮すべき状況です。2018 年度も引き続き「「ししっっかかりり実実践践  みみんんななでで確確認認  目目指指すす

ゴゴーールルはは危危険険ゼゼロロ」」のスローガンの下、安全衛生協力会及び弥生会会員の皆様、当社役職員、

作業所で働く全員の安全意識の向上と高揚を図り、「安全文化の定着」を目的に、「安全・安

心」な職場づくりの実現を目指したいと思います。 

 

 

 

心掛け、皆様と淺沼組でより一層の安全衛生管理活動を推進する必要があります。今一度、ルールを「みんなで確

認」し、〝当たり前のこと〟を見つめ直すこと、そして、それを「しっかり実践する」ことで、ケガや事故を未然に

防ぎ、そして重大災害を発生させないよう努める所存です。

　つきましては、本日の安全大会及び「全国安全週間」を契機に再度、本日ご参加いただいております皆様方が一

体となり、安全衛生管理の重要性を見つめなおし、『ゼロ災職場』を実現させるよう、当社スローガンである「しっ

かり実践　みんなで確認　目指すゴールは危険ゼロ」も念頭に、労働災害防止に向けた安全衛生管理活動に、より

一層取組んでまいりましょう。

　なお、本日の安全大会では、安全衛生管理活動にご尽力いただきました方々や、安全成績が優秀な作業所、協力

会社の皆様に対する表彰がございます。受賞されます皆様方には、敬意を表すると共に、心からお祝いを申し上げ、

今後ますますのご活躍を期待しております。

　最後になりましたが、ご来賓並びにご参加いただきました皆様方のご健勝とご活躍を心から祈念いたしまして、

安全大会の挨拶とさせていただきます。ご安全に！

以　　上
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受  賞  者  名  簿 

 

（敬称略・順不同） 

 

社  長  表  彰 

 

【 安全衛生管理者賞 】 

 

       ・櫻 井  紀 彦   （土 木 部） 

 

       ・釜 谷  清 史   （建 築 部） 

 

 

【 安全衛生事業場賞 】 

 

       ・須河車体株式会社 新工場新築工事（建築工事） 作業所 

    作業所長 北 野  秀 幸              以下７名 

 

       ・大和御所道路橿原高田ＩＣランプ橋（ＣＰ６他）下部工事 作業所 

    作業所長 島 﨑  英 治              以下４名 

 

       ・（仮称）フォレストプレイスⅡ街区 ０３棟 新築工事 作業所 

    作業所長 山  下   智  章              以下６名 

 

 

 
大 会 安 全 宣 言 

 

  労働災害は、いかなる状況下であろうと あってはなら

ないものであり、災害ゼロの『安全・安心』な職場環境の

実現は、私たちに課せられた 最大の責務であります。 

 

 私たち、淺沼組役職員と関係協力会社は、このことをよ

く認識し、一致団結して安全意識の高揚と労働災害の絶滅

に向けた『安全文化』の定着を図り、『働く仲間を守る危

険ゼロの職場環境』を実現しなければなりません。 

 

よって私たちは、『リスク“ゼロ”大阪推進運動』と共

に『今日も笑顔で帰ろう』活動 についても積極的に取組

み、安全の基本を改めて認識し、淺沼組の安全衛生スロー

ガンである、『『ししっっかかりり実実践践  みみんんななでで確確認認  目目指指すすゴゴーー

ルルはは危危険険ゼゼロロ！！』』を念頭に置き、関係者が一丸となって

職場の安全確保のため、『墜落・転落災害、飛来・落下災

害、崩壊・倒壊災害の撲滅』を重点管理項目として掲げ、

より一層努力することを誓い、ここに宣言いたします。 

 

２０２２年６月１４日 

第第５５４４回回  

株株式式会会社社    淺淺沼沼組組    大大阪阪本本店店    安安全全大大会会  
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受  賞  者  名  簿 

 

（敬称略・順不同） 

 

社  長  表  彰 

 

【 安全衛生管理者賞 】 

 

       ・櫻 井  紀 彦   （土 木 部） 

 

       ・釜 谷  清 史   （建 築 部） 

 

 

【 安全衛生事業場賞 】 

 

       ・須河車体株式会社 新工場新築工事（建築工事） 作業所 

    作業所長 北 野  秀 幸              以下７名 

 

       ・大和御所道路橿原高田ＩＣランプ橋（ＣＰ６他）下部工事 作業所 

    作業所長 島 﨑  英 治              以下４名 

 

       ・（仮称）フォレストプレイスⅡ街区 ０３棟 新築工事 作業所 

    作業所長 山  下   智  章              以下６名 
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― ７ － 

【【  事事    業業    場場    賞賞  】】  

 

 

・（仮称）NAFIC 附属セミナーハウス新築工事（建築工事） 作業所 

作業所長  下 村    努              以下 ３名 

 

 

・神戸レーダー施設（仮称）局舎新設工事 作業所 

作業所長  森 本  洋 司              以下 ２名 

 

 

・学校法人奈良育英学園 奈良育英幼稚園  

保育室増築・大規模改修工事  作業所  

作業所長  鏡 屋  光 弘              以下 ２名 

 

 

・山幹土セ高架橋修繕Ｄ（複） 作業所 

作業所長 横 江  慶 二              以下 ３名 

 

 

― ６ ― 

（敬称略・順不同） 

 

本  店  長  表  彰 
 

 

【 個   人   賞 】 

 

  ・竹  内     悠   （建   築  部） 

・小 池   信 吾   （建   築  部） 

・松 村   泰 彦   （建   築  部） 

・新  畑   順  也   （土   木  部） 

・橋 本       晃   （土   木  部） 
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― ７ － 

【【  事事    業業    場場    賞賞  】】  

 

 

・（仮称）NAFIC 附属セミナーハウス新築工事（建築工事） 作業所 

作業所長  下 村    努              以下 ３名 

 

 

・神戸レーダー施設（仮称）局舎新設工事 作業所 

作業所長  森 本  洋 司              以下 ２名 

 

 

・学校法人奈良育英学園 奈良育英幼稚園  

保育室増築・大規模改修工事  作業所  

作業所長  鏡 屋  光 弘              以下 ２名 

 

 

・山幹土セ高架橋修繕Ｄ（複） 作業所 

作業所長 横 江  慶 二              以下 ３名 
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― ８ － 

【【  事事    業業    者者    賞賞  】】  

 

（（安安全全功功績績賞賞））  

 

・西部電気建設株式会社  代表取締役社長  坂 上   彰 

・株式会社橋本組    代表取締役    岡   伸 彦 

・株式会社マイスターズ・ユニオン 代表取締役    林   研 一 

・株式会社エイシンテック  代表取締役    篠 原   力 

・株式会社牧瀬    代表取締役    牧 瀬 幸 二 

・株式会社丸田建設工業  代表取締役    新 開 啓 太 

 

 

【【  事事業業者者個個人人賞賞  】】  

 

（（個個  人人    賞賞））  

 

・株式会社きんでん       田 中   茂 

・若林設備工業株式会社      岩 村 幸 廣 

・株式会社岩佐塗装店       多 田 照 明 

・真恒ビルウォール株式会社      橘   賢 二 

・株式会社トータルプラン       新 関 健 太 

・乾開発工業株式会社      乾   仁 士 

・太洋基礎工業株式会社      松 芳 和 彦 

 

― ９ ― 

（敬称略・順不同） 

 

安全衛生協力会会長表彰 

 

 【【  個個  人人  賞賞  】】  

 

 

・山 﨑 耕 嗣     （森建設株式会社） 

 

・平 間 卓 也    （株式会社浪花組） 

 

・西 田 進 悟    （ダイクウ株式会社） 

― ８ － 

【【  事事    業業    者者    賞賞  】】  

 

（（安安全全功功績績賞賞））  
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【【  事事    業業    者者    賞賞  】】  
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― ９ ― 

（敬称略・順不同） 

 

安全衛生協力会会長表彰 

 

 【【  個個  人人  賞賞  】】  

 

 

・山 﨑 耕 嗣     （森建設株式会社） 

 

・平 間 卓 也    （株式会社浪花組） 

 

・西 田 進 悟    （ダイクウ株式会社） 
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― 10 ― 

（敬称略・順不同） 

  

  安安  全全  ポポ  スス  タタ  ーー  のの  部部    

  

  秀秀        作作  

  

NAUFAL JABROH AKMAL  （池田市八王寺川シールド作業所） 

髙 橋 泰 幸   （東大阪市柏田西シールド作業所） 

重 光   剛   （ビバモール和泉中央店改修作業所） 

 

  佳佳        作作  

 

石 田 将 太   （モリタ新拠点開発ＰＪ作業所） 

造 田 直 樹   （水都国際中高一貫校作業所） 

髙 品 吉 弘   （内本町２丁目計画作業所） 

 

安安 全全 ポポ スス タタ ーー 子子 供供 のの 部部  

 

  秀秀        作作  

  

   松 川 莉乃愛     （吉田重機建設㈱松川 豊美様の家族） 

井 田 和 花   （八幡・京田辺インター区画整理作業所 

井田 和志の家族） 

 

  佳佳        作作  

 

竹 市   茜   （本社人事部 竹市 真維の家族） 

髙 松 伶 那   （建築部 本村 英昭の家族） 

髙 松 謙 臣   （建築部 本村 英昭の家族） 

本 村 彩 夏   （建築部 本村 英昭の家族） 
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－11－

（敬称略・順不同） 

 

安安 全全 標標 語語 のの 部部  

 

  特特        選選  

  

    中 本   優  （株式会社マルダイ） 

『危ないぞ 言える勇気と聞く心 みんなで作ろう ゼロ災職場』 

  秀秀        作作  

  

島 田 福 士  （小島建興株式会社） 

『みんなで守ろう 職場の安全 みんなで創ろう 職場の絆』 

嶋 田 一 弘  （西部電気建設株式会社 ） 

『見直そう 馴れた作業に 落とし穴 ゆるむ心が 事故を呼ぶ』 

塚 本 孝 児  （太陽圧接株式会社） 

 『災害は 慣れと過信と油断から 守ろう我が身と仲間の安全  

止める勇気に事故はなし』 

  佳佳        作作  

 

福 本 孝 夫  （ヒロセ株式会社） 

『はじめて・変更・久しぶり 必ず確認 作業手順』 

新 田 花 菜  （水都国際中高一貫校作業所 新田 宏樹の妻） 

『みんなで目指す 『ちゃんとする』で 無災害』 

正 司 和 宏  （株式会社植田建設） 

『ゼロ災害 未然に防ごう 危険の芽 心をひとつに 職場の安全』 

林   勝 也  （内本町２丁目計画作業所） 

『コロナ禍で 大声出ない今だから 推進しよう 「見える化」運動』 

中 塚 克 彦  （ドミーアート株式会社） 

『忘れるな！ ルールがある事 守る事 意識を高めて 災害ゼロ！』 
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今後の景気見通しと
日本経済を成長軌道に乗せるキーポイント

◆生年

：1964年	奈良県大和郡山市に生まれる

◆学歴

：1988年3月　同志社大学文学部英文学科卒業

　1996年5月　ミシガン大学公共政策大学院卒業

　2003年3月　新潟大学大学院現代社会文化研究科博士後期課程修了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済学博士（新潟大学大学院）

◆職歴

：1989年4月	奈良県大和郡山市役所

　1990年4月	旧労働省入省	(国家公務員Ⅰ種試験行政職)

　1994年7月	人事院長期在外研究員制度でミシガン大学院留学

　1996年7月	旧労働省職業安定局高齢・障害者対策部企画課総括係長

　1998年6月	旧厚生省生活衛生局指導課課長補佐	(法令担当)

　2000年4月	新潟県総合政策部情報政策課長

　2003年4月	厚生労働省大臣官房国際課課長補佐	(ILO条約担当総括)

　2004年4月	公募により兵庫県立大学	大学院	応用情報科学研究科	助教授に

　2010年　兵庫県立大学大学院応用情報科学研究科教授

　2014年　神戸学院大学現代社会学部教授

異色の元キャリア官僚が、様々な問題と解決策をわかりやすくお話しします！

◆主な近著

　『なぜ若者は理由もなく会社を辞められるのか？』（扶桑社新書）

　『日本資本主義の正体』（	幻冬舎新書）

　『ニッポンの規制と雇用	働き方を選べない国』	（光文社新書）

　『天下りの研究〜その実態とメカニズムの解明』（明石書店）　ほか

＜テーマ＞

（神戸学院大学現代社会学部教授）

なかの　まさし

中中　　野野　　雅雅　　至至
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並
び
に

盗
難

事
故
防

止
対

策
の

徹
底

工
事
着

手
前

の
地
下

埋
設

物
調

査
の
徹

底

労
働
災

害
再

発
防
止

審
査

会
の

開
催

指
示
の

徹
底

・
確
認

の
励

行
、

作
業
間

連
絡

調
整

の
質

的
向

上

統
責
者

（
１

日
２
回

以
上

）
、

安
全
当

番
者

の
巡

視
の

徹
底

作
業
安

全
衛
生

日
誌

現
場
所

長
『

安
全
宣

言
』

運
動

の
実
施

（
実

施
率

1
0
0
％
）

朝
礼
・

昼
礼

・
現
地

Ｋ
Ｙ

の
実

施

（
統
責

者
巡
視

記
録

）

作
業
安

全
衛
生

日
誌

協
力
業

者
災

害
評
価

委
員

会
の

開
催

教
育
訓

練
計
画

表

整
理
整

頓
、

通
路
確

保
の

徹
底

地
山
、
土

止
め

支
保
工

、
足

場
、

型
枠

支
保

工
等

の
点
検

と
不

良
個

所
の
即

時
是

正
崩

壊
・

倒
壊

災
害
の

防
止

（
重

点
管

理
項
目

）

転
倒
災

害
の

防
止

５
Ｓ
（

整
理

・
整

頓
・
清

潔
・

清
掃
・

作
業

所
ル

ー
ル
）

の
徹

底

死
亡
・

重
大

災
害

ゼ
ロ

実
　

施

研
削
砥

石
特

別
教
育

（
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｸ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
）
、

丸
の
こ

作
業

従
事

者
教

育
の

確
認

墜
落
防

護
設

備
の
完

備
と

フ
ル

ハ
ー
ネ

ス
型

墜
落

制
止

用
器

具
使

用
の

徹
底

飛
来

落
下

防
止

設
備

(
幅

木
・

ネ
ッ

ト
等

）
の

設
置

並
び

に
立

入
禁

止
区

域
の

設
定

墜
落
・

転
落

災
害
の

防
止

（
重

点
管

理
項
目

）

建
設
機

械
、

ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
、

工
事
車

両
等

の
災

害
防
止

段
差
、

凹
凸

、
突

起
物
等

の
解

消
（
見

え
る

化
等

）
、
照

度
確

保
の

徹
底

挟
ま
れ

・
巻

き
込
ま

れ
災

害
の

防
止

（
一
人

親
方

含
む

）

承
 
認

確
 
認

作
 
成

N
o
.

安
全
衛

生
目

標
重

点
実

施
項

目
実

施
事

項
年

度
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
見

直
し

後
の

施
策

㈱㈱
淺淺

沼沼
組組

安
全

品
質

環
境

本
部

長
安

全
衛

生
管

理
責

任
者

安
全

部
長

安安
全全

衛衛
生生

管管
理理

計計
画画

書書
（
１
）
設
備
増
強
に
よ
る
安
全
確
保
と
職
場
環
境
の
整
備

（
２
）
工
程
優
先
か
ら
安
全
最
優
先
へ
の
行
動
改
革

安
全

と
健

康
を

最
優

先
す

る
「

安
全

文
化

」
を

定
着

さ
せ

、
「

働
く

仲
間

を
守

る
危

険
ゼ

ロ
の

職
場

環
境

」
の

実
現

を
目

指
す

安安
全全

衛衛
生生

スス
ロロ

ーー
ガガ

ンン

③
2
0
2
2
 
.
 
4
 
.
 
1

②
2
0
2
2
 
.
 
4
 
.
 
1

①
2
0
2
2
 
.
 
4
 
.
 
1

竹竹 内内
小小 松松

小小 西西

安安
全全

品品
質質

環環
境境

本本
部部

基基
本本

施施
策策

足
場
点

検
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

作
業
安

全
衛
生

日
誌

等

安安
全全

品品
質質

環環
境境

本本
部部

基基
本本

方方
針針

水
分
摂

取
状
況

確
認

表

（
３
）
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
推
進
と
健
康
状
況
の
確
認

（
４
）
墜
落
転
落
災
害
・
飛
来
落
下
災
害
・
崩
壊
倒
壊
災
害
の
撲
滅
【
重
点
管
理
項
目
】

作
業
計

画
書

責
任

者

一
人
親

方
等

労
災
保

険
未

加
入

者
の
入

場
禁

止

重
点
点

検
項

目
を
定

め
た

店
社

パ
ト
ロ

ー
ル

の
実

施

作
業
所

安
全

衛
生

委
員

長

メ
ッ
セ

ー
ジ

パ
ト
ロ

ー
ル

の
実

施

重
点
管

理
作

業
所
を

選
定

し
た

パ
ト
ロ

ー
ル

の
実

施

建
土
部

長

安
全
部

長

教
育
訓

練
実
施

記
録

対
象
部

署
管

理
帳

票

建
災
防

統
一
安

全
標

識

グ
リ
ー

ン
サ
イ

ト
他

安
全
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

・
始

業
前

点
検

実
施
報

告
書

安
全

衛
生

委
員

長

災
害
･
事

故
報

告
書

作
業
所

作
業
所

長

施
工
計

画
書

・
作

業
手
順

書

安
全
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
・
始

業
前

点
検

実
施

報
告

書
・
作

業
手

順
書

・
現

場
所

長
安
全

宣
言 安

全
設

備
強

化
策

の
計
画

安
全
衛

生
教

育
の

実
施
（

危
険

感
知

能
力
の

向
上

）

事
務
所

内
禁

煙
・
休

憩
所

の
分

煙
化
の

徹
底

（
受

動
喫

煙
防

止
対

策
）

送
出
し

教
育

ト
レ
ー

ナ
ー

研
修

の
実
施

（
再

教
育

共
）

職
長
能

力
向

上
教
育

及
び

一
人

親
方
安

全
教

育
の

実
施

安
全
衛

生
パ

ト
ロ
ー

ル
の

随
行

※
V
R
の

活
用
、

体
験

型
安

全
教
育

訓
練
の

導
入

※
作
業

所
に

お
け
る

協
力

会
社

と
の
対

応
訓

練
を

追
加

※
休
業

４
日

以
上

の
災
害

撲
滅

安
衛
ﾊ
ﾟ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
点
検

表

し
っ

か
り

実
践

　
み

ん
な

で
確

認
　

目
指

す
ゴ

ー
ル

は
危

険
ゼ

ロ

繰繰
りり

返返
しし

型型
災災

害害
防防

止止
のの

徹徹
底底

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　

安
全
施

工
サ

イ
ク
ル

・
災

害
防

止
活

動
の
推

進

作
業
計

画
の

作
成
と

指
導

、
玉

掛
3
・
3
・

3
+
1
運

動
の

励
行

熱
中
症

予
防

対
策

の
実
施

安
衛
ﾊ
ﾟ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
点
検

表

飛
来
・

落
下

災
害
の

防
止

（
重

点
管

理
項
目

）

外
国
人

労
働

者
の
安

全
対

策
外

国
語

表
記

の
安

全
標
識

を
活

用

作
業
所

長
作

業
所

社
員
階

層
別

安
全
衛

生
教

育
の

実
施
（

本
社

人
事

部
主

催
）

Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
表

示
、
熱

中
た

れ
、

水
分
摂

取
表

の
活

用

一
人
親

方
等

の
安

全
対
策

従
業
員

協
力
会

社

安
全
部

長
人

事
部

長

安
全
の

見
え

る
化
・

指
差

呼
称

、
声

か
け
運

動
の

推
進

指
導

搬
出
入

車
両

誘
導
の

手
順

確
認

と
徹
底

安
全
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
・
始

業
前

点
検

実
施

報
告

書

　
蓄
積

が
認

め
ら
れ

る
者

）

ス
ト
レ

ス
チ

ェ
ッ
ク

制
度

の
実

施

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
予

防
対
策

の
実

施

健
康
に

配
慮

し
た
高

齢
者

の
適

正
配
置

―　13　―



・
年

度
末

労
働

災
害

安
全

衛
生

委
員

会
 （

 委
員

○
 ・

合
同

◎
 ）

技
術

安
全

衛
生

作
業

所
協

議
会

 （
 建

築
★

・
土

木
☆

 ）
2

安
全

表
彰

選
考

委
員

会
 （

 懸
賞

募
集

関
連

◇
 ）

2

協
力

会
幹

事
会

・
役

員
会

4

新
年

安
全

祈
願

祭
 （

 於
 ：

 大
神

神
社

 ）
1

物
故

者
慰

霊
祭

 （
  
於

 ：
 四

天
王

寺
 ）

1 1 1

労
働

災
害

互
助

会
本

部
総

会
（
於

 ：
金

沢
）

1 1 1

第
9
5
回

全
国

安
全

週
間

 （
 準

備
月

間
共

 ）
1

第
7
3
回

全
国

労
働

衛
生

週
間

 （
 準

備
月

間
共

 ）
1

第
8
1
回

全
国

産
業

安
全

衛
生

大
会

（
於

：
福

岡
）

1

年
末

年
始

労
働

災
害

防
止

強
調

期
間

1

年
度

末
労

働
災

害
防

止
強

調
月

間
1

メ
ッ

セ
ー

ジ
 （

 安
全

週
間

○
／

歳
末

月
間

●
 ）

2

安
全

衛
生

委
員

会
 （

 委
員

○
 ・

重
点

★
）

1
2

1
2

社
員

パ
ト

ロ
ー

ル
研

修
7

随
時 7 3

随
時 2

パ ト ロ ー ル

22
00
22
22
年年

度度
    

    
大大

  阪阪
  本本

  店店
  　　

安安
  全全

  衛衛
  生生

  行行
  事事

  計計
  画画

  表表
2
0
2
2

年
4

月
1

日

株
式

会
社

　
淺

　
沼

　
組

　
大

阪
本

店

項
　

　
目

月
　

　
別

2
0
2
2
年

／
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
2
3
年

／
1
月

2
月

3
月

回
数

　
月

　
間

　
行

　
事

　
・
　

運
　

動

・
春

の
全

国
・
全

国
安

全
・
全

国
安

全
週

間
・
全

国
労

働
衛

生
・
全

国
労

働
衛

生
・
秋

の
全

国
・
年

末
年

始
労

働
災

害
防

止

交
通

安
全

運
動

週
間

準
備

月
間

 （
7
.1

～
7
.7

）
週

間
準

備
月

間
  
週

間
火

災
予

防
運

動
  
強

調
期

間
 (
1
2
.1

～
1
.1

5
)

  
防

止
強

調
月

間

 （
4
.6

～
4
.1

5
）

（
1
0
.1

～
1
0
.7

）
（
1
1
.9

～
1
1
.1

5
）

(3
.1

～
3
.3

1
）

・
秋

の
全

国
交

通
・
春

の
全

国
火

災

  
安

全
運

動
　

予
防

運
動

（
9
.2

1
～

9
.3

0
）

（
3
.1

～
3
.7

）

会 議

○
◎

○
○

○

◇
◎

◎
○

○
◎

○

1
1
/
2
8
（
月

）
1
2
/
2
3
（
金

）
1
/
2
6
（
木

）

○
◎

1
2

4
/
2
0
（
水

）
5
/
1
9
（
木

）
6
/
2
7
（
月

）
7
/
2
9
（
金

）
8
/
2
4
（
水

）
9
/
2
8
（
水

）
1
0
/
2
5
（
火

）
2
/
2
2
（
水

）
3
/
2
8
（
火

）

★
☆

○
○

○
○

大 会 ・ 行 事 等

○
1
/
1
8

○
9
/
9

第
5
4
回

大
阪

本
店

安
全

大
会

（
於

：
ド

ー
ン

セ
ン

タ
ー

）
○

6
/
1
4

淺
沼

組
大

阪
本

店
安

全
衛

生
協

力
・
弥

生
会

総
会

○
4
/
2
2

○
6
/
3
～

4

第
5
9
回

全
国

建
災

防
大

会
　

（
於

：
金

沢
 ）

○
1
0
/
6
～

7

第
5
7
回

大
阪

府
建

設
業

労
働

災
害

防
止

大
会

（
於

：
大

阪
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
）

○
6
/
2
2

←
  
Ｐ

Ｒ
 →

○
（
7
/
1
～

7
）

←
  
Ｐ

Ｒ
  
→

○
1
0
/
1
～

7

○
1
0
/
1
9
～

2
1

○
1
2
/
1
～

1
/
1
5

○
転

倒
災

害
の

防
止

○
重

機
災

害
の

防
止

○
電

動
工

具
・
持

込
み

機
械

の
整

備
○

感
電

災
害

の
防

止

○

○
健

康
障

害
防

止
の

徹
底

○
火

災
事

故
防

止
○

盗
難

事
故

防
止

○
飛

来
・
落

下
災

害
の

防
止

○
盗

難
事

故
防

止

年
度

重
点

管
理

項
目

『
　

墜
落

・
転

落
災

害
　

／
　

飛
来

・
落

下
災

害
　

／
　

崩
壊

・
倒

壊
災

害
　

』
　

　
の

撲
滅

月
間

重
点

施
策

○
業

者
提

出
書

類
の

整
備

○
整

理
整

頓
の

徹
底

（
作

業
所

美
化

）

○
交

通
災

害
の

防
止

※
5
～

9
月

：
熱

中
症

防
止

対
策

の
徹

底
○

整
理

整
頓

の
徹

底
○

整
理

整
頓

の
徹

底
○

飛
来

・
落

下
災

害
の

防
止

※
崩

壊
・
倒

壊
災

害
の

防
止

※
建

設
機

械
災

害
の

防
止

○
火

災
事

故
防

止

※
墜

落
・
転

落
災

害
の

防
止

○
(6

/
2
7
～

7
/
7
)

●
(1

1
/
2
1
～

1
2
/
2
)

○
★

（
熱

中
症

）
★

（
熱

中
症

）
★

（
熱

中
症

）
★

（
熱

中
症

）
★

（
墜

落
）

★
（
熱

中
症

）
○

○
○

○
★

（
重

機
）

○

安
全

衛
生

協
力

会
合

同
パ

ト
ロ

ー
ル

（
幹

事
全

員
◎

・
随

時
○

）
○

○
◎

○
○

◎
○

○
◎

○
○

◎

●
（
3
年

次
）

●
（
新

入
①

）
●

（
2
年

次
）

●
（
新

入
②

）

協
力

事
業

者
自

主
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
（
◎

強
化

月
間

：
点

検
表

の
提

出
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― 職場で熱中症による死亡者ゼロを目指して ―

大阪府内では、職場における熱中症の
死亡災害が毎年のように発生していま
す。

令和３年は、死傷者数は減少したもの
の、死亡者数は２人となりました。

大阪労働局では、労働災害防止団体などと連携して、職場における熱中症の予防のために

を展開し、重点的な取組を進めています。
各事業場においては、事業者、労働者が協⼒して、熱中症予防対策に取り組みましょう︕
なお、「STOP︕熱中症 クールワークキャンペーン」については、期間ごとの実施事項に重点的

に取り組むことに加え、死亡者を出さないために、少しでも異変を感じたら病院へ運ぶまでは一人
きりにしないといった適切な措置を講じるようお願いいたします。

熱中症とは、高温多湿な環境下において、体
内の水分及び塩分のバランスが崩れたり、体内
の調整機能が破綻するなどして発症する障害の
総称で、めまい、こむらがえり等の症状や重症
では死にいたることもあります。

（重点取組期間７月）

異常時の措置
・熱中症は、短時間で容体が急変します。あらかじめ、近くの病院の場所を確認
しておき、異常を認めたときはすぐに病院へ運ぶか、救急⾞を呼びましょう。

1 0 2 2 2 1 3 2 1 2

29 25 25 25 30 27

89
50 49

27

0

50

100

24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 ２年 ３年

0

1

2

3

4

熱中症による労働災害発生状況
死亡者数 休業４日以上

事業場で実施すべき事項
事業場では、期間ごとに次の事項に重点的に取り組んで下さい。確実に実施したか確認しましょう ☑

熱 中 症 予 防 対 策

マスク着用時の注意点 ︓ マスク着用により熱中症のリスクは⾼まります︕ 屋外で人と⼗分な距離（少なくとも2m
以上）が確保できる場合で、大声を出す必要がないときは、マスクを外すよう周知しましょう。
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℃

熱 中 症 予 防 対 策

大阪労働局・各労働基準監督署
https://jsite.mhlw.go.jp/osaka-roudoukyoku/

Ｒ４.4
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□ 値の把握の
準備

規格「 」に適合した 指数計
を準備しましょう。

□ 作業計画の策定な
ど

値に応じて、作業の中止、休憩時間の確保などが
できるよう余裕を持った作業計画をたてましょう。

□ 設備対策・休憩場
所の確保の検討

簡易な屋根の設置、通風または冷房設備や
ミストシャワーなどの設置により、 値を
下げる方法を検討しましょう。
また、作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所や
日陰などの涼しい休憩場所を確保しましょう。

□ 服装などの検討 通気性の良い作業着を準備しておきましょう。身体を冷却
する機能をもつ服の着用も検討しましょう。

□ 教育研修の実施 熱中症の防止対策について、教育を行いましょう。

□ 労働衛生管理体制
の確立

衛生管理者などを中心に、事業場としての管理体制を整え、
必要なら熱中症予防管理者の選任も行いましょう。

□ 発症時・緊急時の
措置の確認と周知

体調不良時の休憩場所や状態の把握、悪化時に搬送する病院や
緊急時の対応について確認を行い、周知しましょう。

令和４年５月～９月

職場における熱中症により、毎年約 人が亡くなり、約 人が４日以上仕事を休ん
でいます。夏季を中心に「 ！熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、職
場での熱中症予防に取り組みましょう！

【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事
業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全
国警備業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

確実に実施できているかを確認し、□にチェックを入れましょう！

（ ４ ３）厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

― 熱中症予防対策の徹底を図ろう ―

！熱中症

５ １ ９
重点取組期間

●実施期間：令和４年 月 日から 月 日まで（準備期間４月、重点取組期間７月）

準備期間
キャンペーン期間

準備期間（４月１日～４月 日）

迷わず救急車
を呼びましょ
う！

事業場では、期間ごとの実施事項に重点的に取り組んでください。

労働災害防止キャラクター
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重点取組期間（７月１日～７月 日）

□ 値の把握
規格に適合した 指数計で 値を測りましょう。

準備期間中に検討した事項を確実に実施するとともに、
測定した 値に応じて次の対策を取りましょう。

熱中症予防管理者等は、 値を確認し、
巡視などにより、次の事項を確認しましょう。

□ 異常時の措置

・いったん作業を離れ、休憩
する

・病院へ運ぶ、または救急車
を呼ぶ

・病院へ運ぶまでは一人きり
にしない

□ 値を下げるた
めの設備、休憩場所
の設置

準備期間に検討した設備、休憩場所を設置しましょう。
休憩場所には氷、冷たいおしぼり、
シャワー等や飲料水、塩飴などを設置しましょう。
準備期間に検討した通気性の良い服装なども着用
しましょう。□ 通気性の良い服装等

□ 作業時間の短縮 値が高いときは、単独作業を控え、 値に
応じて作業の中止、こまめに休憩をとるなどの工夫をしましょう。

□ 暑熱順化 暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、１週間程度かけて徐々に身体を
慣らしましょう。特に、入職直後や夏季休暇明けの方は注意が必要です！

□ 水分・塩分の摂取 のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。

□ プレクーリング 休憩時間にも体温を下げる工夫をしましょう。

□ 健康診断結果に
基づく措置

①糖尿病、②高血圧症、③心疾患、④腎不全、
⑤精神・神経関係の疾患、⑥広範囲の皮膚疾患、⑦感冒、
⑧下痢などがあると熱中症にかかりやすくなります。
医師の意見をきいて人員配置を行いましょう。

□ 日常の健康管理
など

前日はお酒の飲みすぎず、よく休みましょう。また、当日は
朝食をしっかり取るようにしましょう。
熱中症の具体的症状について理解し、熱中症に早く気付くこと
ができるようにしましょう。

□ 作業中の作業者の健
康状態の確認

管理者はもちろん、作業員同士お互いの健康状態をよく確認
しましょう。特に、入職直後や夏季休暇明けの作業員に気を
配りましょう。

キャンペーン期間（５月１日～９月 日）

□ 実施した対策の効果を再確認し、必要に応じ追加対策を行いましょう。
□ 特に梅雨明け直後は、 値に応じて、作業の中断、短縮、休憩時間の確保を徹底しましょう。
□ 水分、塩分を積極的に取りましょう。
□ 各自が、睡眠不足、体調不良、前日の飲みすぎに注意し、当日の朝食はきちんと取りましょう。
□ 期間中は熱中症のリスクが高まっていることを含め、重点的に教育を行いましょう。
□ 休憩中の状態の変化にも注意し、少しでも異常を認めたときは、ためらうことなく

病院に搬送しましょう。

指数計の例

□ 値の低減対策は実施されているか

□ 値に応じた作業計画となっているか

□ 各作業者の体調や暑熱順化の状況に問題はないか

□ 各作業者は水分や塩分をきちんと取っているか

□ 作業の中止や中断をさせなくてよいか

～少しでも異変を感じたら～
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大阪中央労働基準監督署 R4.5

◆令和3年の災害件数は111件（前年⽐16.8％増加）
◆「はさまれ」が26件（23.4%）で最多
◎◎リスクアセスメント（化学物質を含む）の実施により、
自主的な労働災害防止活動を実施しましょう。

◆令和3年の災害件数は86件（前年⽐22.9％増加）
◆「墜落・転落」並びに「転倒」が16件（18.6%）ずつで
最多
◎◎「交通労働災害防止のためのガイドライン」や「陸上貨
物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」を
参考に、積極的な労働災害防止対策を推進しましょう。

製造業

運輸業

【主唱】大阪中央労働基準監督署 【協賛】大阪労働基準連合会大阪中央労働基準協会支部、建設業労働災害防止
協会大阪府支部大阪中央分会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会大阪府支部 【協力】ハローワーク大阪東

労働災害は、被災した本⼈を傷付けるだけでなく、ご家族や友⼈、職場の同僚にも
つらい思いをさせることや、重い後遺症が残る場合には生き甲斐を奪うことにもなり
かねません。「⾏ってきます」と家を出た家族が、笑顔で帰宅することができるよう
安全な職場環境を構築することが不可⽋となります。

◆令和3年の災害件数は76件（前年⽐4.1％増加）
◆「墜落・転落」が33件（43.4%）で最多
◎◎墜墜落落制制止止用用器器具具のの２２丁丁掛掛をを推推進進するとともに、フックの使用
を徹底し、命つなごう（命綱ＧＯ）。

建設業

リスクアセスメント等関連資料 検検 索索

墜落制⽌⽤器具 改正 検検 索索 命綱GO活動 検検 索索

交通労働災害を防⽌するために 検検 索索 陸上貨物運送事業 安全対策ガイドライン 検検 索索

「今日も笑顔で帰ろう」活動は、「リスク‟ゼロ“大阪推進運動」と相まって
「誰もが安心して働き活躍できる元気な大阪」を実現することを目標として、
労働災害の防⽌のため、働く者すべてがそれぞれの⽴場で⾃主的に安全衛生活動を
実践し、職場風土と安全文化を構築していくための啓発活動です。
また、過労死等を防⽌するため「働き方改革」にも積極的に取り組みましょう。

働き方改革の実現にむけて 検検 索索
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◆商業の令和3年の災害件数は183件（前年⽐8.3％増加）
◆「転倒」が55件（30.1%）で最多（商業）
◎◎「STOP!転倒災害プロジェクト」のホームページ（職場のあ
んぜんサイト）を参考に、転倒災害防止対策を推進しましょう。

◆社会福祉施設の令和3年の災害件数は166件（前年⽐74.7％
増加）
◆ 「転倒」が22件（13.3%）で最多。次いで、「腰痛等の動作の反
動」が20件（12.0%）発生（社会福祉施設）
◎◎「職場における腰痛予防対策指針」を参考に、腰痛予防対策
を推進しましょう。

三次産業（特に小売・卸売業等の商業）

三次産業（特に社会福祉施設）

◆飲⾷業の令和3年の災害件数は70件（前年⽐7.9％減
少）
◆「転倒」が23件（32.9%）で最多。次いで、「切れ・
こすれ」が18件（25.7%）発生（飲⾷業）
◆ 包丁による切創も多く発生していますが、スライサー
清掃時に切創する災害も散⾒
◎◎作業⼿順書の作成や⾒直し、安全衛⽣教育の充実を図
りましょう。

三次産業（特に飲食業）

STOP︕転倒災害 検検 索索

飲⾷店 労働災害防⽌のためのポイント 検検 索索

社会福祉施設における安全衛生対策 検検 索索職場における腰痛予防対策指針 検検 索索
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